




































公共場面における迷惑行為の増加を契機に, いわゆる ｢社会的迷惑行為｣ が注目されるようになった｡ 本稿の
目的は, 社会的迷惑行為に関する心理学的研究を概観し, 最近の研究動向をまとめることであった｡ まず, 先行
研究に基づいて, 社会的迷惑行為の定義, 測定項目, 測定方法, 関連する心理的要因を分類・整理した｡ その結
果, これまでの研究で社会的迷惑行為との関連が検討された心理的要因は, 社会的態度・価値観, 共感性, 自己
意識, 自己制御, 羞恥心・恥意識などに大別された｡


























吉田ら (1999) は, 社会的迷惑行為が増加する背
景として, ①共同体社会の崩壊と生活空間の拡大
により, 相互監視システムが機能しなくなったこ
と, そして, ②情報化社会への移行により, 価値
観の多様化が進み, 個人の価値判断が優先される






















































表 1と表 2は, 吉田ら (1999) 以降の社会的迷
惑行為に関する研究において用いられた迷惑行為
の内容 (質問項目) を示したものである｡ 表 1に








また, 表 1の吉田ら (2000), 出口 (2004), 戸
田・小林 (2007) の 8 項目は, やはり吉田ら
(1999) で用いられた迷惑行為の中から迷惑認知
にバラエティがあると判断された項目群 (吉田ら,




表 2の谷 (2006) および谷 (2008) は, 吉田ら
(2000) などを参考に, 公共の場における迷惑行
為として乗車場面に焦点をあてた項目群となって
いる｡ また, 表 2の原田・吉澤・吉田 (2009) も
吉田ら (2000) などを参考にしているが, こちら
は電車内での場面を中心としながらも, ゴミの分
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表 2 社会的迷惑行為に関する研究において用いられた迷惑行為の内容 (質問項目) (その 2)































12. 電車内で足を広げて (前に伸ばして) 座る
13. 駅付近で, 指定された区域以外に自転車やバイ
クを置く
※項目３, 項目 15を除く 13個の項目を分析に使用
表 1 社会的迷惑行為に関する研究において用いられた迷惑行為の内容 (質問項目) (その 1)

































して次の 5つに分けられる｡ ｢迷惑認知 (自己)｣
とは, それぞれの社会的迷惑行為について回答者
自身がその行為をどの程度迷惑と感じるかを尋ね





































｢自己制御｣, ｢羞恥心・恥意識｣ の 5点に大別さ
れる｡
｢社会的態度・価値観｣ のカテゴリーに該当す
るのが, 斎藤 (1999), 吉田ら (1999) などにお
いて検討された ｢社会考慮｣ および ｢社会認識｣,
そして吉田ら (2000) および石田ら (2000) が検
討した ｢社会考慮｣ などである｡ その他にも,
｢信頼感｣ (吉田ら, 2000), ｢社会志向性｣ (出口,



























関心であるのが ｢利己的社会認識｣ である (吉田
ら, 2000)｡













への影響を考慮する視点 (社会的影響性) や, 自
分以外の多くの他者も迷惑と感じているという判
断 (社会的合意性) が必要であることが示された｡
さらに, 吉田ら (1999) では, 社会考慮の高い
学生は迷惑行為を許容しない傾向が示された｡ こ
のほか, 社会志向性の高さが迷惑認知に影響する







みられる｡ 例えば, 戸田・小林 (2007) は共感性
と社会的迷惑行動の推測生起頻度との関係を検討
しているが, 両者は関連しないことを明らかにし

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































省みた際に生じる恥意識 (自分恥) と, ｢自分の
行動が社会一般・他者の常識やルールと一致しな
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